


住　所 ： 市原市姉崎海岸82-1
代表者 ： 浅見 英知

【企業概要】
　ニホンハンダ株式会社と日本ベルパーツ株式会社が相互の技術を結集する形で
1983年に創立。当初はステンレス鋼に溶融はんだのメッキ加工を行っている。そ
の後、市場ニーズの変化に伴い、はんだの成形加工、化成品製造など行うとともに、
はんだに関する新しい製造加工技術を取入れながら成長してきた会社で常に最新
のはんだ加工技術を追求している。

経営理念である「創造的な材料により、豊かな社会
の実現に貢献します」という言葉に込めた思いは、社
員と社員の家族全員に「この会社に入ってよかった」
と思ってもらいたい、そうすることで家族の尊敬を得
られる存在になって欲しいという思いから。自分たち
の技術が社会のどういう場所で使われているのか、
日常で使用するパソコンやスマートフォン、新幹線の
中の部品の接合、電気自動車などにも使われている
ことを、時間をかけて社員に説明して意識の共有を
図っている。
全社で年間150件の改善目標を掲げ、毎年達成を

している。優秀者には表彰も行い、職場改善だけでな
く、モチベーションの向上につなげている。
日報の内容をもとに全社的に分析をし、作業の改

善に努めている。

特別賞 一宮運輸株式会社 関東支社
住所 ： 市原市姉崎海岸126

【受賞ポイント】
　会社独自の労働者団体や地域の協力会社等の関係各社を含めた団体
で全員が切磋琢磨して同じ方向を向いて仕事ができる環境づくりを行っ
ている。「人とのつながり」「地域密着性」という２つのテーマから、姉埼神社
のお祭りへの参加や地元人材の採用に積極的に取り組んでいる。

奨励賞 有限会社 常陽機設
住所 ： 市原市青柳2127

【受賞ポイント】
　「ここで仕事をしてよかった」と思えるような会社にしたいと職人への
待遇改善を行っており、利益配分の透明化を図ることで仕事に関わって
いる全員が労務の効率化等を考えてくれる環境になっている。花見シー
ズンには社員の家族も含めて花見、市原国府祭りの大綱引きに会社で
参加するなど、年間を通してさまざまなイベントを行っている。

株式会社花茂
住　所 ： 市原市白金町5丁目14-5
代表者 ： 大矢 みな

【企業概要】
　1946年創業。市原と茂原で生花小売店2店舗に加え、お庭のメンテナンス業や
フラワースクール、それにフラワーギフトの加工卸売業といった事業を展開。

　離職率の課題解決に向けて、「企業風土」の改革を開始。部門を
越えた活動を促す意味で「委員会活動」や「社内勉強会」を導入。自
身の経営意識を高めるため「人を活かす経営」を勉強して「経営理
念」の大切さを知った。商工会議所のセミナーに参加した際の「社
員満足度を向上しないとお客さまにも満足して頂けない」という
言葉に衝撃を受けた。色々な本やセミナーに触れて培われた、自
身の考えをまとめた「経営指針書」を作成。毎年、アップデートを行
い、少しずつ浸透してきている。社内風土の改革を始めて6年、着
実に変化してきている。

㈱花茂の取り組み

㈲潤井戸タクシーの取り組み

日本データマテリアル㈱の取り組み

㈱やますの取り組み

特別賞 株式会社ユニペン
住所 ： 市原市五井東2丁目5-5

【受賞ポイント】
　社員として働いていて感じていた課題である「社内規定」
を代表就任後、社労士と整備。外注の職人も家族のように大
事にしていて、税金や税務申告、年金などの生活に関わる部
分まで支援をすることで強固な信頼関係を築いている。

有限会社 潤井戸タクシー
住　所 ： 市原市潤井戸1058
代表者 ： 菊岡 文夫

【企業概要】
　タクシー事業、介護事業、保育事業。タクシー事業として創業。時代のニーズ
に合わせて介護タクシーを始めるにあたり介護事業立ち上げ。ママさんドライ
バーを増やす為、保育事業も立ち上げた。

　創業からタクシー業のみを行っていたが、地域が高齢化す
る中で、人に寄り添う移動を考え、介護事業に参入。現在は介
護タクシーだけでなく、ケアプラン作成やヘルパー派遣業も
行っている。また、タクシー業界の高齢化を解決するため、子
育て中のママが働けるように保育園も開設。子供を保育園で
預かり、その間タクシードライバーとして働ける体制を構築
している。

特別賞 株式会社オンフェイス
住所 ： 市原市若宮2-1-1

【受賞ポイント】
　全国の保険代理店で初めて「健康経営優良法人認定」を取得。
　健康経営を通じた「社員幸福度」の向上が、お客様へのサービ
ス向上にも繋がることで、お客様・地域社会の幸福感の拡がりに
寄与を目指している。

株式会社やます
住　所 ： 市原市国分寺台中央7-16-2
代表者 ： 諏訪 寿一

【企業概要】
　1969年創業。千葉県の名物を中心とした、お土産品の製造・卸・小売業を行って
いる。ずっと小売店への卸業のみだったが、お客様と直接顔を接することに醍醐味
を感じ、2002年に「房の駅」として小売業に進出。その後、農業法人を設立し、生産・
加工にも進出。現在は、生産・加工から卸、小売りまで一貫した体制を構築している。

自社の教育プログラムのひとつ「やます道
徳」（以前は桜学園）で、会社としての考え方や
道徳を学ぶために月に１回、部門長などに向け
て実施している。それにより、会社や自分にとっ
て何が大事か、どうすればもっと良くなるかと
考える力が身についている。経営陣はそれを
実践しやすくする為に、権限を十分に与えたり、
考えるだけの部屋を設けたり、手帳を工夫した
りなど、サポート体制も構築されている。
社外の関係者を招いて行う経営計画発表会

の場において、取引先である地元生産者への
表彰等を行うことや、地元食材の農業体験など
の機会提供により、生産者や地域との関係性強
化に繋げている。
また、定期的に小売店の顧客からアンケート

を取り、それを新商品開発に繋げるだけでな
く、日々の接客に生かしている。顧客との信頼
度の向上に繋げている。

特別賞 株式会社エバラデンキ
住所 ： 市原市東五所8-5

【受賞ポイント】
　社員研修に非常に力を入れおり、屋台骨を従業員中心に作ろうと考えて実
行している。社員全員が経営理念の必要性を理解し、全員で作る風通しの良
い社風。全員で作ったことにより、一体感ができただけでなく、社員一人ひと
りの意識も変わった。目立たなくてもいいから確実に利益を出して、従業員に
しっかりと還元して、みんな笑顔でいられる会社作りを心掛けている。

奨励賞 株式会社千葉三木商店
住所 ： 市原市能満2053-20

【受賞ポイント】
　業務効率化に取組み残業を減らす施策の実施や、市原の交通刑務所や特
別支援学校と協力し、受刑者や障がい者の就業支援を継続的に実施してい
る。その他にも、月次で会社の決算書を社内に掲示し、社員全員が確認できる
ようにする取組みなども行っている。風通しの良い職場環境の構築で、社員が
やりがいや生きがいを感じてくれる会社にしている。

日本データマテリアル株式会社

「市原で大切にしたい会社」歴代受賞企業紹介 受賞企業の詳しいインタビュー内容は市原市産業支援センターHPからご覧ください。
ＵＲＬ（https://i-cci.or.jp/1sapo/）
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